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移
住
・
定
住
を
検
討
し
て
い
る
未

就
学
児
の
い
る
ご
家
庭
を
対
象
に
、

町
の
子
育
て
支
援
施
設
や
学
校
教
育

環
境
を
実
際
に
体
験
し
て
い
た
だ

く
「
ぴ
っ
ぷ
町
子
育
て
環
境
体
験
ツ

ア
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

【
比
布
町
の
子
育
て
環
境
の
特
色
】

　
ツ
ア
ー
で
は
、
本
町
な
ら
で
は
の

充
実
し
た
支
援
や
教
育
環
境
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
す
。

①
比
布
中
央
学
校
…
義
務
教
育
学
校

（
１
～
９
年
生
）
と
し
て
、
切
れ
目
の

な
い
一
貫
し
た
教
育
を
展
開
。

②
充
実
の
英
語
教
育
…
学
校
法
人
田

中
学
園
と
連
携
し
、
１
年
生
か
ら
の

英
語
教
育
を
強
化
。

③
こ
だ
わ
り
の
学
校
給
食
…
ミ
ネ
ラ

ル
を
重
視
し
、
ダ
シ
か
ら
す
べ
て
手

作
り
で
提
供
。

④
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
…
妊
娠
中
か
ら

出
産
後
ま
で
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
相
談
員
が
親
身
に
寄
り
添
う
体
制
。

　「
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ぴ
っ
ぷ
」
に
つ

い
て
、
利
用
者
の
減
少
や
財
政
負
担

の
増
大
な
ど
を
背
景
に
、
次
年
度
以

降
の
運
営
に
関
す
る
方
針
案
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

①
町
の
基
本
方
針
（
案
）

・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
…
令
和
８
年
度

の
シ
ー
ズ
ン
を
も
っ
て
閉
鎖
す
る
。

・
キ
ャ
ン
プ
場
…
令
和
９
年
度
以
降
も

営
業
を
継
続
す
る
。

・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
…
今
後
の
活
用
方

法
に
つ
い
て
引
き
続
き
協
議
す
る
。

　
利
用
者
が
減
少
す
る
中
、
判

断
が
遅
す
ぎ
た
と
感
じ
ま
す
。

「
町
民
の
運
動
の
場
」
と
い
う
意

識
が
判
断
を
鈍
ら
せ
た
原
因
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
利
用
者
が
い
る
う
ち
は
続
け

た
い
と
の
思
い
が
あ
っ
た
こ

と
は
事
実
で
す
が
、
年
間
２
、

０
０
０
万
円
近
い
赤
字
と
い
う

財
政
負
担
を
考
え
た
時
に
限
界

Ａ Ｑ

Ｑ

Ａ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ぴ
っ
ぷ
の

次
年
度
以
降
の
運
営
方
針

商工観光課

　
と
て
も
良
い
取
り
組
み
だ
と
思

い
ま
す
。
町
外
・
町
内
か
ら
応
募

が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
広
報

で
あ
り
、
こ
の
教
訓
を
今
後
の

施
設
運
営
に
活
か
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
閉
鎖
後
も
Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
の

草
刈
り
を
継
続
す
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な

高
額
な
維
持
管
理
費
が
か
か
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　
キ
ャ
ン
プ
場
に
隣
接
す
る
場

所
の
ク
マ
対
策
（
草
丈
30
㎝
以

下
を
維
持
す
る
草
刈
り
）
を
行

い
ま
す
。
経
費
は
削
減
さ
れ
る

見
込
み
で
あ
り
、
今
後
精
査
し

ま
す
。

②
閉
鎖
後
の
管
理

　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
Ａ
・
Ｂ
コ
ー

ス
は
、
ク
マ
対
策
と
し
て
草
刈
り
管

理
を
継
続
す
る
。

③
方
針
決
定
の
背
景

・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
閉
鎖
…
ピ
ー

ク
時
に
約
４
・
７
万
人
だ
っ
た
利
用
者

は
、
近
年
１
万
人
未
満
に
減
少
。
年

間
約
２
、
０
０
０
万
円
の
慢
性
的
な
赤

字
が
続
い
て
お
り
、
施
設
の
老
朽
化

や
芝
の
再
生
力
低
下
も
重
な
り
、
継

続
が
困
難
と
判
断
し
た
。

・
キ
ャ
ン
プ
場
の
継
続
…
コ
ロ
ナ
禍

の
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
や
フ
リ
ー
サ

イ
ト
拡
張
に
よ
り
利
用
者
が
増
加
。

値
上
げ
後
も
高
い
水
準
を
維
持
し
て

お
り
、「
遊
湯
ぴ
っ
ぷ
」
へ
の
入
浴
客

の
波
及
効
果
も
期
待
で
き
る
た
め
継

続
す
る
。

子
育
て
環
境
体
験
ツ
ア
ー

を
初
開
催

総務企画課

紙
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
周
知

だ
け
で
、
こ
れ
だ
け
の
応
募
が
集

ま
っ
た
の
で
す
か
。

　
職
員
が
旭
川
市
内
の
ス
ー

パ
ー
等
に
直
接
足
を
運
び
、
チ

ラ
シ
の
掲
示
・
設
置
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
チ
ラ
シ
に
掲
載
し

た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
直
接
申
し

込
め
る
よ
う
に
し
た
こ
と
で
、

実
際
に
手
に
取
っ
て
「
行
っ
て

み
た
い
」
と
感
じ
た
方
々
か
ら

の
参
加
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ＱＡ

産業建設常任委員会
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議員研修報告議員研修報告

　はじめに関東学

院大学法学部地域

創生学科教授の

牧
ま き せ

瀬 稔
みのる

 氏から

「地方議員への 12

の政策アイディア

から人口維持を目指す実践事例」と題して

講演がありました。人口減少は避けられな

いが、問題は「減ることではなく選ばれな

くなること」である。限られた財源の中で

政策の優先順位が必要と述べらました。

　次にジャーナリストの須
す だ

田 慎
しんいちろう

一郎 氏か

ら「どうなる政治・経済」と題して講演が

あり、失われた 30 年と言われる日本経済の

なか、責任ある積極財政でどのように予算

編成をするか期待されると述べられました。

 　　　　    　　 　　（谷
たにぐち

口 雅
まさひろ

浩 議員）

　本町議会の広聴・

広報事業の向上を

目的に、和寒町議

会へ視察に伺いま

した。

　各種団体との丁

寧な懇談を重ねながら、そこで得られた意

見を単なる要望で終わらせず、実際の政策

実現へと結びつける熱意と姿勢に深く感銘

を受けました。また、議会だよりでは、一

般質問の掲載を見直すなど、文字数を大胆

に絞り込んで町民の関心を惹きつける魅力

的かつ分かりやすい紙面作りの工夫も大変

参考になりました。

　対話を続け、町民との協働で確かな成果

を生み出す工夫は、今後の大きな学びとな

りました。 　　　    　 （大
おおくま

熊 勝
かつゆき

幸 議員）

北海道町村議会議員研修会

和寒町議会視察

　議会広報紙にお

ける「町民の無関

心」という問題は、

情報の発信者と受

け手の間にある深

い温度差を象徴し

ていると感じました。読みにくさの本質は

デザインではなく、「その決定が町民の暮ら

しにどう影響するのか」という視点の欠如

にあると感じています。無関心を打破する

には、身近なテーマに飛び込み、町民の声

が政策に反映された「手応え」を可視化し

て信頼関係を築くことが鍵となります。一

方的な「報告」から双方向の「対話」へ転

換し、地域の課題解決につなげる大切な視

点を学んだ研修会でした。　　　　　

　　　　　　　　　　　（佐
さ と う

藤 良
よしひこ

彦 議員）

町村議会広報研修会
【８月 18 日開催】

【７月２日開催】

【８月 19 日開催】

　近隣でも盛んに

行われているサツマ

イモ栽培について、

また、出荷する際の

苦労についてお話を

伺いました。

　サツマイモは連作体系に組み入れること

も可能な作物で、近年の温暖化により北海

道で盛んに栽培されているようです。

　苗作りについては課題が残るものの栽培

方法は着実に進化しているようです。また、

製品化する際の傷についても修復技術が確

立されつつあります。

　今後、様々な活用が期待され、地域の活

性化材料としても一役を担うものとして、

栽培者が増えることも予想されます。

　　　　　　　　　　　 （植
うえにし

西 浩
こういち

一 議員）

青果振興会研修会
【７月 21 日開催】

議員研修報告議員研修報告


